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地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

倉
岳
地
区
自
主
防
災
会
役
員
研

修
会
が
１
２
月
２
日(

水
）
棚
底
地

区
コ
ミ
セ
ン
集
会
室
で
開
催
さ
れ
、

町
内
の
自
主
防
災
会
長
ら
４
０
人

が
受
講
し
ま
し
た
。

今
年
７
月
に
発
生
し
た
熊
本
豪

雨
や
超
大
型
台
風
１
０
号
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
、
自
然
災
害

が
起
こ
る
度
に
自
主
防
災
組
織
の

必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
今

回
講
師
の
川
本
支
援
員
は
、
熊
本

地
震
で
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

災
害
対
応
活
動
を
主
導
、
そ
の
経

験
を
基
に
『
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

役
割
・
熊
本
地
震
の
体
験
談
』
と
題

し
て
ご
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
対
し
て
日
頃
か
ら
備
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

熊
本
県
危
機
防
災
管
理
課

支
援
員

川
本

収
三
氏

体験談を話される川本支援員

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

棚
底
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
新

役
員
が
書
面
議
決
と
い
う
異
例
の

形
で
承
認
さ
れ
、
先
行
き
不
透
明
の

状
態
で
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、
そ
の
後
も
事

業
の
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
振
興
会
活
動
が
殆
ど
で
き
な
い

異
常
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
県
南
部
を
襲
っ
た
記
録
的

な
豪
雨
や
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
超
大
型
の
台
風
接
近
で
は
、

甚
大
な
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方

が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
自
然

災
害
の
怖
さ
を
痛
感
し
た
次
第
で

す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
、
例
年
通
り
の
事
業
活
動
が
実
施

出
来
る
よ
う
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ

棚
底
地
区
振
興
会

会
長

稲
津
千
明

で
す
。
ま
た
、
国
指
定
史
跡
棚
底
城

跡
の
関
連
事
業
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
交
流
施
設
の
建
設
に
つ
き
ま

し
て
も
振
興
計
画
に
沿
っ
て
事
業

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
活
性
化
の
た

め
振
興
会
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の

お
力
添
え
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

倉岳地区公民館

倉岳地区公民館主催の全体講座『郷土歴史教育』が１２月

２０日「天草の縄文時代～倉岳を中心に～」と題して「天草の

自然と歴史を語る会」代表の山崎先生がご講演されました。

縄文時代は、土器の出現（約１５０００年前）から水稲栽培の

始まる（約３０００年前）までの約１２０００年間が相当するという。

講師の山崎先生は、天草に人がいつごろから住み、どのよう

な生活をしていたのか沖ノ原貝塚（五和町通詞島）などで出土

した土器や石器、貝器などの遺物から旧石器時代後期には人

類が住み始めているのがわかってきたとお話されました。

また、興味のあるところでは、主食に安定的に入手しやすく

毎日食べても飽きないドングリ類が主体だったことや狩猟で、

イノシシやシカを捕獲し、サメ類やエイ類を大型結合釣針で釣

り、石銛で仕留めていたことが推測されるそうです。これらの痕

跡がいずれも天草の貝塚や遺跡から発見されたことに驚くとと

もに「縄文時代」が身近に感じられる講座でした。

今年が年男（丑年）の稲
津会長、健康に気を付
けて頑張ってください。

食牛の気（しょうぎゅ
うのき）大きな心意気
を持とうという意味

「縄文時代」という想像もつかない遠い昔から天草
に人が住んでいたと話される山崎先生＝集会室
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１１月末 １０月末

645（-1）

高齢化率
４９.２６％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

１１月末

956（-3）

１０月末

484 1,085（-4）

959

483（-1） 1,089

地域づくり部会

棚底城跡見回り（当番）

３区の地域づくり部会員

体育部会

石垣散策トイレ（当番）

１月５日（火） ４区 、 ９日（土） ５区
１２日（火） １区 、１６日（土） ２区
１９日（火） ３区 、２３日（土） ４区
２６日（火） ５区 、３０日（土） １区

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

例年１１月末の日曜日に開催されていた「倉岳町ふるさとまつり」が、コロ

ナ禍の影響で中止となり、楽しみにされていた市民の皆様には大変ご迷惑

をお掛けしました。その代替として１１月２９日（日）～１２月３日（木）の５日間、

倉岳地区文化協会主催、倉岳まちづくり協議会共催で「倉岳地区文化祭」が

浦地区コミュニティセンターで開催されました。

今回は、コロナ感染拡大防止の観点から規模を縮小し、従来と違った形で

行われました。受付で検温、手指の消毒、入館記録とコロナ対策のチェック

を受けてから見学。絵画や陶芸品、写真・生花などの展示品と、特別展示と

して熊日スケッチ展でグランプリを受賞した丸林さんの作品や、笠松君の入

選作、それに浦地区振興会皆さんの素晴らしい作品が展示されていました。

一方、大広間では、事前に収録

された日本舞踊やカラオケ、大正

琴、ダンスなどが放映され自由に

観覧できるように配慮されていま

した。日曜日には町内各地から

１００人を超える大勢のファンが

見学に訪れたそうです。

日頃から文化・芸術を愛する皆

さんの趣味の域を超えた作品の

数々に圧倒され、我を忘れて楽

しむことができました。

倉岳地区文化祭
主催：倉岳地区文化協会

共催：倉岳まちづくり協議会

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
史
跡
棚
底
城
跡
整

備
基
本
設
計
が
完
了
し
、
本
格
的
な

整
備
工
事
に
向
け
て
動
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
い
よ
い
よ

工
事
を
開
始
し
ま
す
。
ま
ず
は
登
り

口
に
階
段
を
整
備
し
、
Ⅰ
郭
の
西
側

に
城
跡
の
整
備
及
び
管
理
に
使
用
す

る
た
め
の
道
路
を
つ
く
り
ま
す
。
ま

た
、
樹
木
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
、
遺
構
の
保
護
に
必
要
な
範
囲

で
支
障
木
を
伐
採
し
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
整
備
に
臨

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す

{

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

今
年
か
ら

整
備
工
事
が
始
ま
り
ま
す

【登り口を階段にします】

絵画コーナー

天草大水害＝自衛隊の救援活動ようす

精巧な竹細工の展示


